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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アポリポタンパク質A-Iに結合する分泌型高密度リポタンパク質をコードします。アポリポタンパク質A-Iは比較的豊富な血漿タンパク質であり、HDLの主要なアポタンパク質です。血漿中のほとんどのコレステロールエステルの形成に関与し、細胞からのコレステロールの排出も促進します。このアポリポタンパク質Lファミリーのメンバーは、体全体における脂質の交換と輸送、および末梢細胞から肝臓へのコレステロールの逆輸送に関与している可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の異なる転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年11月]、機能：体全体における脂質の交換と輸送に関与している可能性があります。末梢細胞から肝臓へのコレステロール逆輸送に関与する可能性がある。,配列注意：Glnと翻訳されている。,類似性：アポリポタンパク質Lファミリーに属する。,サブユニット：血漿中ではAPOA1と相互作用し、主に大型高密度リポタンパク質粒子と結合する。,組織特異性：血漿。APOA-I含有高密度リポタンパク質（HDL3）上に認められる。膵臓、肺、前立腺、肝臓、胎盤、脾臓に発現する。,
	研究分野
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	APOL1抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	APOL1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：1000に希釈したApoL1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

